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【所 信】 
はじめに 

（社）丹波青年会議所は、1972 年創立以来 39 年目を迎えることができました。これも

偏に、明るい豊かなまちの実現を強く願い行動されてこられた先輩諸兄のおかげであり、

感謝と敬意をもって、その志と行動力を継承していくと共に、未来に永続できる、時代に

あったＪＣ活動を考えていかなければなりません。 
今、私たちは「100 年に一度の経済危機」に直面していますが、この危機を「100 年に一

度のチャンス」だと捉えることが重要なのではないでしょうか。こういう時でなければ思

い切ったことはできません。ダメな時が悪いのではなく、悪くならなければ、過去のダメ

なことをやめることができないと思います。守るべきものは守り、変えるべきところ変え

る。そして何より新しいことにチャレンジする絶好のチャンスです。 
今この時、このチャンスをしっかりと掴み、未来に向かって、青年らしく、正直に、気

前よく、失敗を恐れずチャレンジしていきましょう。 
 
 
丹波活性のために 

各地青年会議所において会員の減少が進み、会員拡大が急務であることはここ数年毎年

のように叫ばれております。当ＬＯＭにおいても例外ではありません。「年会費が高い」「時

間がない」などいろんな理由で入会に至らず、会員減少の理由を色々と議論し、会員拡大

の手法、ノウハウをいろいろと調査研究してきました。 
そんな中、昨年（社）日本青年会議所より講師をお招きしお話を聞く機会を得、会員拡

大こそが地域を元気にできる最良の運動であることを会員全員で共有できました。本年会

員大会を主管し、次の年には大きな節目の４０周年を迎えられる、今この時こそ、会員拡

大できる最大チャンスです。 
今までの手法、ノウハウに囚われることなく、未来を拓ける新たなシステム、会員全員

による会員拡大の基盤を構築しましょう。 
 

 
夢を語ろう 
「丹波ＪＣの夢は何ですか」と聞かれて即答できる会員が何人いるでしょうか。永年、

夢であった氷上郡 6 町が合併し丹波市となり、心の合併を展開して 5 年が経った今、これ

からはこうするんだという明確な夢を持てているでしょうか。 
（社）丹波青年会議所として、３０周年で提言した「ひかみ夢ビジョン 笑顔あふれる

ひかみを目指して」、そして３５周年で掲げた「丹波市創造～今こそ依存から自立、自立か



ら協働へ～」をもう一度精査検証し、貴重な地域財産である丹波竜による地域の活性化な

ども視野に入れながら、来るべき４０周年に向け、今後１０年間の新たな我々のビジョン

「このまちに暮らす多くの人々が幸せだと感じられる未来」を創造していかなければなら

ない時期に来ています。 
今一度熱き情熱をもって青年らしく大胆で楽しい夢を創造しましょう。 

 
 
郷土愛を育もう 
「私は、ふるさと丹波が大好きです」 
山々に囲まれたのどかな田園風景、四季折々美しく変化する丹波の自然が大好きです。 
子供の頃、学校から帰ると地域の子ども達大勢で、毎日のように山に川にと日が暮れるま

で遊んでいました。怪我をしたり、いろいろ怖い目に遭うこともありましたが、すべて楽

しい思い出です。その思い出が、今私が持っているふるさと丹波への郷土愛に繋がってい

ます。 
田舎には、都会にはないすばらしい財産がたくさんあります。その大切な財産を今一度

深く見つめ直し、次代を担う子ども達が、丹波への郷土愛を育める事業を展開していきま

しょう。 
 
 

丹心（まごころ）をもって 
本年、兵庫ブロック第４３回会員大会を主管させて頂きます。 
丹波の地において２回目の会員大会になります。最初に開催されたのは２２年前、「氷上

青年会議所」として主管されました。その後、６町合併がなされ丹波市となり、当ＬＯＭ

も「（社）丹波青年会議所」と名称変更いたしました。兵庫ブロック協議会の伝統ある歴史

の中に、初めて「（社）丹波青年会議所」の文字を刻むことができる大きなチャンスを頂き

ました。 
これまでご支援を頂いた兵庫ブロック協議会をはじめ、各地青年会議所の皆様、また地

域の皆様へ、感謝の気持ちを力いっぱい込めて、（社）丹波青年会議所らしい丹心（まごこ

ろ）溢れる会員大会を開催いたします。 
 
 
最後に 
ＪＣには「浪花節」や「恩送り」が存在しています。受けた恩には、「はい！よろんこん

で！」と 0.2 秒で快諾し義理を果たします。また先輩からいただいた恩は後輩に受け渡しま

す。損得勘定で動くのではなく、義理と人情が会員相互の友情を深め、一人ひとりが少し

背伸びをして、ちょっと無理をして、ＪＣ活動に積極的に取り組み続けることによって相

互の信頼を育むことができるのです。この関係が、個人の器を大きくし、個人の魅力、人



間力を大きくします。 
会員の魅力が大きくなれば、丹波ＪＣが今よりもっと魅力ある組織になり、そんな魅力

ある組織には必ず仲間が集まります。そして、魅力ある仲間がたくさん集まれば、必ず魅

力ある地域になると考えます。正の連鎖を拡げましょう。 
 
ちょっと無理して出かけてみよう、きっと素敵な仲間がいる 
ちょっと無理してやってみよう、きっと新しい自分が見つけられる 
まず出来ることから始めよう 
肩の力を抜いて、しかしあくまで青年らしく前向きに・・・ 

 
 
【基本理念】 
 
一、青年らしく正直に気前よくチャレンジします 
一、ちょっと無理して前向きに行動します 
一、会員相互の絆を大切にします 
 
【スローガン】 
 
100 年に一度のチャンス！！ 
～丹心（まごころ）で拓く 明日のＪＣ～ 
 
【基本方針】 
 
一、兵庫ブロック協議会第４３回会員大会の成功 
一、会員拡大の絶対推進 
一、会員の人間力及び経済人としての資質の向上 
一、丹波未来ビジョンの精査検証 
一、青少年の郷土愛育成 
一、公益社団法人格取得の調査研究 
一、会員相互及びＯＢ会員との交流 
一、行政や各諸団体との連携・協力・交流 
一、メディアコミュニケーションの活用 


